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　学校だより第83号をお届け致します。

　本号では、学生の国際交流への参加やクラブ活動、各種コンテストへの取り組みなど、今の学生

の能動的な活動を数多く紹介しています。様々な課題に向き合い、それを克服していく本校学生の

たくましい姿の一端をお伝えできれば幸いです。

　また、就職に関わる社会状況の変化や、本年度の学生の進路状況を、併せてお知らせ致します。

（山下記）

編集後記

　平成27年10月21日（水）に２年生のフィールドワークを実施しまし
た。教育活動の一環として、社会に対する視野を広めさせることを目
的としています。商船学科は、飛島コンテナターミナルと、ぽーとおぶ
なごや２に乗船し名古屋港を海上から見学しました。
　電子機械工学科と制御情報工学科は、青山高原ウィンドファームを
見学し、伊賀市のホテルでテーブルマナー講座を受講しました。

フィールドワーク

NPO法人
故郷の海を愛する会を後援　平成27年度専攻科（海事システム学専攻）３名を迎える入

学式が10月１日（木）に挙行されました。
　新田校長から「これからの学校生活において一層の知的包
容力の向上を期待します」と祝辞が述べられた後、新入生代
表から「グローバルな視点で状況を正しく認識して問題を解
決できるリーダーシップを備えた立派な海事従事者となれる
よう、精一杯取り組んで行きます」と挨拶がありました。
　新たな門出を迎えた新入生たちは、希望に満ち溢れた表情で会場を後にしました。

平成27年度専攻科（海事システム学専攻） 入学式挙行

　平成27年10月14日（水）～10月16日（金）に制御情報工学科４年生、平成27年10月21日（水）～
10月23日（金）に電子機械工学科４年生の工場見学を実施しました。就職活動の一環として、企業
における実践的な技術を見聞することにより、技術系の仕事と企業への理解を深めることを目的
としています。制御情報工学科は、トヨタ自動車㈱トヨタ会館・元町工場、マイクロソフト㈱品川本
社、三菱重工業㈱相模原製作所研修センターを、電子機械工学科は、㈱東芝四日市工場、ＮＴＮ
㈱桑名製作所、長野オリンパス㈱、東洋電機製造㈱横浜製作所を見学しました。

工場見学

鳥羽商船高専の練習船に乗って、造船所見学
平成27年７月24日（金）

海学祭に参加し郷土の偉人近藤真琴の業績を学ぼう
平成27年11月１日（日）

もうすぐクリスマス遊んで学ぼう。商船学校の歴史と船と海の話
平成27年12月12日（土）

学校通信鳥羽商船高等専門学校　http://www.toba-cmt.ac.jp
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海学祭

独立行政法人国立高等専門学校機構

独立行政法人国立高等専門学校機構

公開講座・出前授業実施



校
長
式
辞

就職・進学

2

本
日
こ
こ
に
多
数
の
ご
来
賓
な
ら
び
に
保

護
者
の
皆
様
の
ご
臨
席
の
も
と
、
平
成
二
十
七

年
度
、
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
「
商
船
学

科
卒
業
証
書
授
与
式
」
な
ら
び
に
専
攻
科

「
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
修
了
証
書
授
与
式
」

を
執
り
行
い
、
今
後
の
社
会
の
産
業
や
科
学

技
術
の
発
展
を
担
っ
て
い
く
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す

こ
と
は
、
本
校
教
職
員
・
在
校
生
一
同
に

と
り
ま
し
て
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り

ま
す
。

本
日
、
商
船
学
科
を
卒
業
さ
れ
る
航
海

コ
ー
ス
二
十
名
、
機
関
コ
ー
ス
十
三
名
の
皆

さ
ん
は
、
五
年
六
ヶ
月
の
高
等
教
育
の
課
程

を
修
了
し
、
準
学
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
専
攻
科
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専

攻
を
修
了
さ
れ
る
二
名
は
、
商
船
学
科
を
卒

業
後
、
こ
の
二
年
間
で
さ
ら
に
高
度
な
専
門

知
識
を
修
得
さ
れ
、
大
学
評
価
・
学
位
授
与

機
構
の
審
査
に
も
合
格
し
、
近
く
学
士
の
称

号
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
卒
業
生
・
修
了
生
の

皆
さ
ん
の
今
日
に
至
る
ま
で
の
努
力
を
称
え

ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
を
物
心
両
面
か
ら

支
え
て
来
ら
れ
た
保
護
者
・
ご
家
族
の
皆
様

に
も
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

商
船
学
科
を
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
本
校

キ
ャ
ン
パ
ス
や
鳥
羽
丸
に
お
け
る
四
年
六
ヶ

月
の
席
上
課
程
の
他
、
計
一
年
間
に
及
ぶ
大

型
練
習
船
で
の
実
習
・
訓
練
を
経
験
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
一
般
の
高
校

や
大
学
の
教
育
課
程
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重

な
も
の
で
、
皆
さ
ん
の
今
後
の
人
生
に
お
い

て
大
き
な
財
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
多
く
は
、
取
得
し
た
海
技
免
状

を
活
か
し
、
航
海
士
あ
る
い
は
機
関
士
と
し

て
海
運
会
社
に
就
職
さ
れ
ま
す
が
、
石
油
、

船
舶
、
あ
る
い
は
冷
凍
空
調
関
係
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
陸
上
企
業
に
就
職
さ
れ
る
方
も

い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
に
勉
学
を
重
ね
る
べ

く
、
本
校
専
攻
科
に
進
学
さ
れ
る
方
や
、
国

立
大
学
に
編
入
学
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。
進

路
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
皆
さ
ん
が
、
本
校

の
教
育
目
標
に
あ
る
「
人
間
性
豊
か
な
教
養

人
」、「
創
造
性
豊
か
な
技
術
者
」、「
国
際
性

豊
か
な
社
会
人
」
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す

成
長
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
や
世
界
が
高
度
情
報
化
社
会
と
な
り
、

経
済
・
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進

展
す
る
中
で
、
皆
さ
ん
は
、
産
業
界
と
く
に

海
事
関
連
分
野
に
お
い
て
、
深
い
専
門
知
識

と
広
い
視
野
を
持
ち
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

備
え
た
、
国
際
人
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
英
語
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、世
界
の
多
様
な
文
化
や
歴
史
、

風
土
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
本
校
で
培
っ

て
き
た
創
造
力
、
実
践
力
を
実
社
会
で
も
存

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

本
校
は
、
明
治
六
大
教
育
家
の
一
人
、
近

藤
真
琴
先
生
に
よ
っ
て
明
治
十
四
年
に
創
設

さ
れ
た
鳥
羽
商
船
黌
を
前
身
と
し
、
百
三
十

年
以
上
の
長
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で

す
。
そ
の
昔
か
ら
本
校
で
連
綿
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
教
育
理
念
、
あ
る
い
は
校
風
と
も

言
え
ま
す
が
、「
進
取
・
礼
譲
・
質
実
剛
健
」、

こ
の
三
つ
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。
進
取

と
は
、
み
ず
か
ら
進
ん
で
事
を
な
す
こ
と
。

礼
譲
と
は
、
礼
儀
を
つ
く
し
謙

虚
で
あ
る
こ
と
。
質
実
剛
健
と

は
、
飾
り
気
が
な
く
、
ま
じ
め

で
丈
夫
で
あ
る
こ
と
で
す
。
本

校
の
卒
業
生
・
修
了
生
は
、
国

内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
皆
さ

ん
も
本
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇

り
と
し
、
自
信
を
も
っ
て
力
強

く
人
生
を
歩
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
日

こ
こ
に
三
十
三
名
の
商
船
学
科
卒
業
生
と
二

名
の
専
攻
科
修
了
生
を
社
会
に
送
り
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
保
護

者
の
皆
様
そ
し
て
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご

支
援
の
賜
物
と
、
本
校
教
職
員
一
同
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
ご
来
賓
の
皆
様

に
は
ご
多
用
中
の
と
こ
ろ
、
本
式
典
に
ご
臨

席
を
賜
り
、
卒
業
生
・
修
了
生
の
晴
れ
の
門

出
を
祝
福
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生
・
修
了
生
の
皆
さ
ん
、
鳥
羽
商
船

高
等
専
門
学
校
は
皆
さ
ん
の
母
校
で
あ
る
と

同
時
に
、
社
会
へ
の
旅
立
ち
の
母
な
る
港

（
母
港
）、
ホ
ー
ム
・
ポ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
。

海
学
祭
あ
る
い
は
同
窓
会
な
ど
の
折
に
は
、

ま
た
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
航
路
の
安
全
と

ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て
式
辞
と
致
し

ま
す
。

平
成
27
年
度
第
四
十
四
回
商
船
学
科
卒
業
証
書
授
与
式
並
び
に

　

第
八
回
専
攻
科
海
事
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
修
了
証
書
授
与
式

校
長　

新
田
　
保
次



校
長
式
辞

就職・進学

3

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
の
平
成
27
年
９
月
卒
業
生
は
20
名

で
す
。
こ
の
う
ち
就
職
が
16
名
（
自
主
就
職
２
名
を
含
む
）、

進
学
が
４
名
と
な
り
ま
し
た
。
就
職
者
の
内
訳
は
10
名
が
海

上
就
職
で
、
６
名
が
陸
上
就
職
で
す
。
海
運
会
社
か
ら
の
求

人
は
、
昨
年
と
比
較
し
て
外
航
海
運
会
社
か
ら
の
求
人
は
ほ

ぼ
同
じ
、
内
航
海
運
会
社
か
ら
の
求
人
が
若
干
増
え
ま
し

た
。
就
職
先
の
内
訳
を
以
下
に
示
し
ま
す
。

外
航
海
運
で
は
、
日
本
郵
船（
株
）、
川
崎
汽
船（
株
）に
各
１

名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
船
員
雇
用
促
進
セ
ン

タ
ー（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
）の
外
航
船
員
育
成
ス
キ
ー
ム
枠
に
１
名
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
近
海
・
内
航
海
運
で
は
、
日
本
海
洋
事
業

（
株
）、
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー（
株
）、
西
部
タ
ン
カ
ー（
株
）、
田

渕
海
運（
株
）、
東
海
運（
株
）及
び
伊
勢
湾
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
株
）に
各
１
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
海
上
保
安
庁
の
船

艇
職
員
採
用
試
験
に
１
名
が
受
験
予
定
で
す
。
陸
上
企
業
に
は

三
井
造
船（
株
）に
２
名
、
旭
運
輸（
株
）及
び
ケ
イ
ヒ
ン（
株
）に

各
１
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
進
学
は
、
推
薦
に
よ
る
大
学
編

入
学
で
東
京
海
洋
大
学
海
洋
工
学
部
に
１
名
、
本
校
の
海
事
シ

ス
テ
ム
学
専
攻
科
に
３
名
が
入
学
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
海
上
就
職
率
が
50
％
で
近
年
で
は
最
低
と
な

り
、
海
上
か
ら
陸
上
へ
と
進
路
を
変
え
た
者
も
お
り
ま
す
。

個
々
の
学
生
の
採
用
試
験
の
受
験
機
会
は
例
年
と
変
わ
っ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
一
・
二
級
海
技
士
（
航
海
）
筆
記
試
験
、

第
三
級
海
上
無
線
通
信
士
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア
ー
等
が
採

用
試
験
の
結
果
に
大
き
く
影
響
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

在
校
生
の
み
な
さ
ん
は
学
校
の
成
績
だ
け
で
な
く
、
各
種
資

格
試
験
の
合
格
を
目
指
す
と
と
も
に
、
英
語
力
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
勤
め
る
な
ど
日
々
の
努
力
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
９
月
の
機
関
コ
ー
ス
卒
業
者
は
13
名
で
、
全
員

が
就
職
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
海
上
就
職
が
６
名
、
陸
上

就
職
が
７
名
で
し
た
。
海
上
就
職
は
、
旭
東
海
運
１
名
、
太

平
洋
フ
ェ
リ
ー
１
名
、
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
１
名
、
宇
部
興

産
海
運
１
名
、
鹿
児
島
船
舶
１
名
、
神
原
タ
グ
マ
リ
ン
サ
ー

ビ
ス
１
名
で
す
。
ま
た
、
陸
上
就
職
（
海
事
分
野
を
含
む
）

は
、
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
１
名
、
イ
ン
タ
ー

モ
ー
ダ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
２
名
、
山
九
１
名
、
旭
メ
ン

テ
ッ
ク
ス
１
名
、
三
越
伊
勢
丹
プ
ロ
パ
テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
１

名
、
マ
ス
ナ
リ
１
名
で
し
た
。
大
学
お
よ
び
本
校
専
攻
科
へ

の
進
学
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
28
年
度
９
月
卒
業
予
定
者
の
就
職
に
関
し
て
は
、
学

生
の
学
修
時
間
を
確
保
す
る
と
い
う
総
理
大
臣
か
ら
経
団
連

へ
の
要
請
に
よ
り
、
選
考
活
動
開
始
時
期
が
４
月
か
ら
（
平

成
27
年
）
８
月
以
降
と
な
り
ま
し
た
。（
但
し
、
平
成
29
年

度
卒
業
予
定
者
の
選
考
開
始
時
期
は
６
月
に
早
ま
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
（
平
成
27
年
12
月
４
日
時
点
））

商
船
学
科
は
、
外
航
船
員
を
養
成
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
多
く
の
学
生
が
上
級
の
海
技
士
国
家
試
験
（
２

級
、
１
級
筆
記
）
に
合
格
し
、
船
会
社
へ
の
就
職
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
伝
え

た
い
こ
と
は
、
低
学
年
か
ら
英
数
国
・
・
・
等
の
、
基
礎
学

力
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
て
お
く
と
、
採
用
試
験
（
面
接
試

験
、
学
力
試
験
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
、
適
正
検
査
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、
作

文
…
等
々
）
で
必
ず
役
立
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
課
外
活
動

な
ど
で
丈
夫
な
体
を
作
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
本
校
で
、
学
生
一
人
当
た
り

の
求
人
数
が
一
番
多
い
の
は
機
関
コ
ー
ス
で
す
が
、
実
力
が

な
け
れ
ば
希
望
す
る
進
路
に
は
進
め
ま
せ
ん
。
学
生
に
と
っ

て
大
事
な
こ
と
は
、
低
学
年
時
か
ら
十
分
将
来
に
備
え
る
こ

と
で
す
。

平
成
27
年
度
の
電
子
機
械
工
学
科
５
年
生
24
名
の
中
で
、

進
学
希
望
者
は
５
名
、
就
職
希
望
者
19
名
で
す
。
現
在
、
全

員
の
進
路
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
電
機
産
業
、
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
、
製
薬
関

連
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
、
自
動
車
関
連
、
交
通
関
連
な
ど
幅

広
い
企
業
か
ら
、
就
職
希
望
学
生
数
を
大
き
く
上
回
る
求
人

数
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

就
職
状
況
に
つ
い
て
、
今
年
は
、
活
動
時
期
が
例
年
と
異

な
り
ま
し
た
が
、
学
生
の
第
一
希
望
企
業
へ
の
就
職
率
は
、

お
よ
そ
84
％
で
し
た
。
し
か
し
、
企
業
側
の
人
材
選
別
は

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
複
数
企
業

を
受
験
す
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
原
因
の
多
く
は
、

不
十
分
な
企
業
研
究
で
す
。
今
後
、
就
職
活
動
を
行
う
上

で
、
日
ご
ろ
の
勉
強
以
外
に
、
普
段
か
ら
希
望
企
業
の
情
報

収
集
を
は
か
り
、
そ
の
情
報
に
対
し
自
分
な
り
の
見
解
を
持

つ
こ
と
が
大
切
と
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
就
職
の
時
、

最
も
重
視
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
協
調
性
と
社
会
性
で
す
。

ク
ラ
ブ
や
同
好
会
活
動
を
通
し
、
培
わ
れ
る
も
の
も
多
く
あ

り
ま
す
。
現
在
、
課
外
活
動
を
行
っ
て
い
る
学
生
は
学
業
と

の
両
立
を
は
か
り
是
非
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
て
く
だ
さ
い
。

進
学
状
況
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
進
学
率
は
お
よ
そ
20
％

で
す
。
進
学
率
は
例
年
と
同
じ
程
度
で
、
全
て
推
薦
受
験

（
合
格
率
１
０
０
％
）
で
し
た
。
興
味
の
あ
る
学
問
分
野
が

あ
れ
ば
、
推
薦
が
無
く
て
も
学
力
試
験
で
希
望
す
る
大
学
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

学
生
諸
君
、「
君
た
ち
の
将
来
の
門
戸
は
君
た
ち
が
思
っ

て
い
る
以
上
に
広
い
！
」
し
た
が
っ
て
、
自
分
が
何
を
し

た
い
か
を
よ
く
考
え
、
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
行
動
す
る

こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

平
成
27
年
度
商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
の
進
路
に
つ
い
て

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
主
任

片
岡
　
高
志

商
船
学
科　
機
関
コ
ー
ス
の
就
職
・
進
学
状
況
に
つ
い
て

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
主
任

伊
藤
　
友
仁

電
子
機
械
工
学
科
の
就
職
・
進
学
状
況

電
子
機
械
工
学
科
長

古
森
　
郁
尊
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本
年
度
は
、
９
月
30
日
時
点
で
５
年
生
37
名
の
う
ち
、
28

名
が
就
職
、
９
名
が
進
学
で
、
全
員
進
路
が
決
定
し
て
お
り

ま
す
。

就
職
に
関
し
て
は
、
売
り
手
市
場
で
、
希
望
し
た
全
学
生

が
10
月
初
め
の
内
定
式
に
参
加
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
就
職

先
に
つ
い
て
も
大
手
企
業
が
中
心
で
、
製
造
業
は
も
ち
ろ

ん
、
電
力
会
社
や
運
輸
業
な
ど
多
様
な
業
種
に
就
く
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

進
学
は
、
留
学
生
が
筑
波
大
学
に
合
格
し
た
以
外
は
、
豊

橋
・
長
岡
の
技
術
科
学
大
学
お
よ
び
本
校
専
攻
科
に
決
ま
り

ま
し
た
。

昨
年
度
の
12
月
頃
か
ら
、
授
業
時
間
な
ど
を
利
用
し
て
ク

ラ
ス
全
員
で
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
考
え
、
自

己
分
析
、
業
界
調
査
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
多
く

の
学
生
は
１
社
目
の
受
験
で
合
格
し
て
き
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
取
組
に
消
極
的
だ
っ
た
学
生
は
、
や
は
り

就
職
活
動
で
苦
労
し
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ま
す
。
就
職

先
・
進
学
先
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
将
来
像
を

描
く
上
で
非
常
に
重
要
な
活
動
で
す
。
自
己
分
析
を
し
っ
か

り
行
い
、
こ
れ
ら
か
何
を
や
り
た
い
か
を
明
確
に
し
た
上

で
、
自
分
の
考
え
や
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
相
手
に
う
ま
く
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

進
路
が
決
定
し
た
皆
さ
ん
、
社
会
人
に
な
る
と
ま
と
ま
っ

た
時
間
を
自
分
の
た
め
に
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま

す
か
ら
、
今
の
う
ち
に
自
己
研
鑚
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
４
年
生
以
下
の
皆
さ
ん
は
、
授
業
・
試
験
以
外
に
何
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
？
明
日
就
職
の
面
接
が
あ
っ
た
と
し

て
も
自
己
Ｐ
Ｒ
が
す
ぐ
に
出
来
る
よ
う
な
努
力
を
続
け
ま

し
ょ
う
。

専
攻
科
の
就
職
状
況
で
す
が
、
全
体
的
に
は
長
期
化
し
た

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
就
職
活
動
は
、
３
月
か
ら
提
出
書
類

の
準
備
を
行
い
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
４
月
中
に
希
望
の
一

社
目
へ
書
類
を
提
出
し
ま
し
た
。
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

採
用
選
考
や
マ
ッ
チ
ン
グ
面
談
が
行
わ
れ
、
早
い
学
生
は
５

月
上
旬
に
内
々
定
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
学
校
推
薦
に
よ
る

就
職
が
ほ
と
ん
ど
で
、
多
く
の
学
生
が
一
社
目
か
二
社
目
で

合
格
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
中
に
は
苦
労
し
た
学
生

も
い
て
、
最
終
的
に
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
で
就
職
希
望

者
全
員
が
内
定
を
も
ら
っ
た
の
は
、
９
月
下
旬
と
な
っ
て
い

ま
す
。
就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
の
影
響
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
全
体
的
に
は
売
り
手
優
位
と
な
っ
て
お

り
、
就
職
へ
の
意
識
が
弱
い
学
生
の
み
が
苦
労
し
た
印
象
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
の
進
学
希
望

者
が
、
大
学
院
を
受
験
予
定
で
す
。

就
職
準
備
の
た
め
の
一
歩
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が

あ
り
ま
す
が
、
専
攻
科
か
ら
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
、

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー（
株
）伊
勢
工
場
、
菱
電
工
機

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）、
丸
三
証
券（
株
）、
日
本
シ
ス
テ

ム
技
術（
株
）、
マ
レ
ー
シ
ア
国
立
マ
ラ
工
科
大
学
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
就
職
先
に

も
、
前
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
で
あ
っ
た
企
業
が
あ

り
ま
す
。
今
後
も
、
積
極
的
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
再
度
変
更
と
な
る
話
も
あ

り
ま
す
が
、
対
応
で
き
る
よ
う
学
生
の
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

制
御
情
報
工
学
科
の
進
路
状
況

制
御
情
報
工
学
科
長

江
崎
　
修
央

専
攻
科
の
就
職
・
進
学
状
況

専
攻
科
長

宮
㟢
　
　
　
孝

平成27年3月及び平成27年9月卒業生進路先一覧（順不同）　平成27年9月30日現在

平成27年3月及び平成27年9月専攻科修了生進路先一覧（順不同）　平成27年9月30日現在
生産システム工学専攻
●就職先　㈱東芝 四日市工場、富士電機㈱、ＤＩＣ㈱、サントリープロダクツ㈱、中部テレコミュニ
ケーション㈱、デンソーテクノ㈱、サンリツオートメイション㈱、㈱ NTT ファシリティーズ　中央、㈱
ＮＴＴファシリティーズ　東海、富士ゼロックス東京㈱、テラテック㈱、菱電工機エンジニアリング㈱
●進学先　豊橋技術科学大学大学院

商船学科
●就職先　日本郵船㈱、川崎汽船㈱、
太平洋フェリー㈱、新日本海フェリー㈱、
宇部興産海運㈱、西部タンカー㈱、田渕
海運㈱、日本海洋事業㈱、イースタン
マリンシステム㈱、鹿児島船舶㈱、伊勢
湾マリンサービス㈱、神原タグマリン
サービス㈱、㈱テムマリタイム、旭東
海運㈱、三井造船㈱、ジャパンマリン
ユナイテッド㈱、旭運輸㈱、ケイヒン㈱、
山九㈱、㈱マスナリ、㈱三越伊勢丹プロ
パティ・デザイン、インターモーダル
エンジニアリング㈱、㈱旭メンテックス
●進学先　東京海洋大学海洋工学部、
鳥羽商船高専専攻科（海事）

電子機械工学科
●就職先　中部電力㈱、東レ㈱、東海旅客鉄道㈱、日
本電産㈱、富士電機㈱、東ソー㈱、東芝エレベータ
㈱、㈱日立ビルシステム、三菱電機ビルテクノサー
ビス㈱、日本オーチス・エレベータ㈱、㈱帝国機械
製作所、村田機械㈱、テバ製薬㈱、安川エンジニア
リング㈱、㈱メイテックフィルダーズ、㈱ＮＴＴファ
シリティーズ東海、シンフォニアエンジニアリング
㈱、㈱エム・システム技研、旭電器工業㈱、三重金
属工業㈱、㈱大阪シェル、松田工業・松田精工㈱、㈱
カンセツ、㈱テクモ、ケー・アイ技術㈱、村田ツー
ル㈱、ＡＮＡラインメンテナンステクニクス㈱
●進学先　豊橋技術科学大学　工学部、長岡技術科
学大学　工学部、電気通信大学、鳥羽商船高専専攻
科（生産）

制御情報工学科
●就職先　㈱東芝　四日市工場、中部電力㈱、
東海旅客鉄道㈱、中部テレコミュニケーショ
ン㈱、㈱ＬＩＸＩＬ、住友電設㈱、荏原環境プ
ラント㈱、㈱日立ビルシステム、㈱沖電気カ
スタマアドテック、美和ロック㈱、ダイキン
エアテクノ㈱、㈱ＮＴＴファシリティーズ東海、
シンフォニアエンジニアリング㈱、ＮＴＴコ
ム エンジニアリング㈱、㈱ＮＴＴフィールド
テクノ、株式会社エヌ・ティ・ティ ネオメイト、
日光化成㈱、㈱エヌ・ティ・ティ エムイー、国
際ソフトウェア㈱、ＮＥＣネッツエスアイ・
エンジニアリング㈱、富士ゼロックス三重㈱
●進学先　豊橋技術科学大学　工学部、鳥羽
商船高専専攻科（生産）

海事システム学専攻
●就職先　 航海訓練所、㈱三越伊
勢丹プロパティ・デザイン
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Ｍ
Ｅ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
３
年

松
浦
　
一
眞

Ｍ
Ｅ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
と
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
滞
在
し
、
現
地

の
学
校
（Singapore M

aritim
e A

cadem
y;SM

A

）
の

学
生
と
の
交
流
や
観
光
、
客
船
へ
の
乗
船
等
を
通
し
て
外
国

の
文
化
を
学
ぶ
研
修
で
す
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
海
運

関
係
の
企
業
訪
問
も
Ｍ
Ｅ
Ｌ
キ
ャ
ン
プ
の
一
環
で
す
。
今
回

私
た
ち
は
７
日
間
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
滞
在
し
、
３
日
間
客
船

（Super Star Gem
ini

）
に
乗
船
し
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
Ｓ
Ｍ
Ａ
の
学
生
と
一
緒
に
マ
リ
ー

ナ
・
ベ
イ
・
サ
ン
ズ
や
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
パ
ー
ク
と
い
っ
た
有

名
な
観
光
地
や
学
校
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
等
を
訪
れ

ま
し
た
。

企
業
訪
問
で
は
日
本
郵
船
の
中
核
船
舶
管
理
会
社
で
あ
る

Ｎ
Ｙ
Ｋ
シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
本
社
を
訪
問
し
、
企
業
活

動
等
の
話
を
聞
き
、
社
内
や

施
設
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

様
々
な
場
所
を
訪
れ
、
話

を
し
て
友
人
も
作
る
こ
と
が

で
き
た
一
方
で
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
学
生
や
一
般
の
方

と
の
会
話
の
中
で
自
分
達
の

英
語
力
や
こ
れ
か
ら
の
課
題

が
わ
か
り
、
と
て
も
貴
重
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

Ｓ
Ｍ
Ａ
鳥
羽
丸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

制
御
情
報
工
学
科
３
年

山
際
　
成
美

私
は
鳥
羽
丸
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
参
加
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
マ
リ
タ
イ
ム
ア
カ
デ
ミ
ー

の
学
生
と
一
緒
に
７
日
間
過

ご
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
最
初
の
三
日
間

は
鳥
羽
丸
内
で
の
実
習
で
、

船
内
の
見
学
や
操
船
を
行
い

ま
し
た
。
次
の
三
日
間
は
津

の
造
船
所
の
訪
問
や
名
古
屋

市
内
の
施
設
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。

私
達
と
一
緒
に
行
動
し
た
グ
ル
ー
プ
は
日
本
の
食
文
化
に

つ
い
て
と
て
も
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
か
ら
日
本
食
に

つ
い
て
の
た
く
さ
ん
の
質
問
や
要
望
を
受
け
、
出
来
る
だ
け

そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
計
画
し
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
し

た
。彼

ら
か
ら
も
様
々
な
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
特
に
、
文
化
の
違
い
に
関
す
る
こ
と
が
と
て
も
多
か
っ

た
で
す
。
日
常
生
活
か
ら
外
出
先
の
お
店
な
ど
で
一
つ
ず
つ

教
え
て
も
ら
い
、
私
た
ち
も
彼
ら
に
教
え
る
こ
と
に
よ
り
英

語
と
文
化
を
一
緒
に
学
び
合
い
ま
し
た
。

私
は
今
回
の
行
事
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
か
け
が
え

の
な
い
友
人
も
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
行
事
に

参
加
し
、
も
っ
と
経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
員
英
語
外
地
研
修
に
つ
い
て

商
船
学
科　
　
　

窪
田
　
祥
朗

平
成
27
年
８
月
29
日
か
ら
９
月
17
日
ま
で
、
ハ
ワ
イ
州
立

大
学
カ
ウ
ア
イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
Ｋ
Ｃ
Ｃ
）
に
お

い
て
、
海
事
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
教
員
英
語
外
地
研

修
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
商
船
学
科
の
専

門
科
目
に
お
け
る
英
語
の
利
用
促
進
、
英
語
に
よ
る
授
業
展

開
を
目
指
し
、
国
立
商
船
系
高
専
の
教
員
向
け
に
、
特
別
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
英
語
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
研
修
は
、

英
語
の
語
学
研
修
だ
け
で
な
く
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方

法
と
技
術
の
習
得
、
ハ
ワ
イ
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
プ
レ
ゼ

ン
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
研
修
で
も
、
プ
レ
ゼ
ン

に
関
す
る
講
義
に
力
を
入
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
研

修
の
最
後
に
は
、
各
自
で

テ
ー
マ
を
選
定
し
、
研
究
発

表
会
で
成
果
を
発
表
し
て
き

ま
し
た
。

研
修
期
間
中
、
生
活
環
境

が
全
て
英
語
だ
っ
た
た
め
、

英
語
で
相
手
に
用
件
を
伝
え

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
必
要
に

迫
ら
れ
る
と
必
然
的
に
勉
強

す
る
も
の
だ
と
、
身
を
も
っ

て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
経
験

を
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
還
元

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

発表風景KCC正面玄関
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１
．
太
平
洋
戦
争
と
戦
没
船
員

平
成
27
年
は
終
戦
70
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。
太
平

洋
戦
争
中
、
戦
死
し
た
船
員
数
は
約
６
万
６
千
人
。
戦
死
率

は
43
％
の
高
率
で
あ
り
、
こ
れ
は
軍
人
（
陸
軍
20
％
、
海
軍

16
％
）
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
全
戦
没
船
員
の

30
％
が
20
歳
未
満
の
少
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
痛
ま
し
い
事
実

で
あ
る
。
本
校
に
関
し
て
は
、
卒
業
生
の
戦
死
者
は
約

２
３
０
名
。
そ
の
中
で
昭
和
16
、
17
、
18
年
度
の
席
上
課
程

修
了
者
が
合
計
70
名
も
亡
く
な
っ
て
い
る
。

２
．
本
校
の
新
校
歌
の
作
詞
者
、

　
　

楠
井
栄
八
郎
先
生

楠
井
先
生
は
明
治
44
年
、
鳥
羽
市
小
浜
町
生
ま
れ
。
何
校

か
の
小
学
校
の
訓
導
を
経
て
、
昭
和
16
年
４
月
、
本
校
の
国

語
教
官
に
着
任
し
た
。「
万
葉
集
の
講
義
な
ど
、
口
角
泡
を

飛
ば
し
て
没
入
す
る
熱
血
教
師
で
あ
っ
た
。」
と
、
あ
る
卒

業
生
は
述
懐
し
て
い
る
。
着
任
し
た
年
の
12
月
、
日
本
は
太

平
洋
戦
争
に
突
入
。
軍
事
教
育
色
が
強
ま
り
、
教
え
子
で

あ
っ
た
卒
業
生
の
戦
死
の
報
が
次
々
と
も
た
ら
さ
れ
る
中
、

先
生
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
日
々
を
過
ご
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
昭
和
26
年
10
月
、
本
校
の
創
立
70
周
年
記
念
行
事
慰

霊
式
に
発
表
さ
れ
た
追
悼
歌
は
、
先
生
の
作
詞
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
思
い
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
こ
こ
に
掲

げ
る
。

戦
後
数
年
。
よ
う
や
く
平
和
の
日
々
が
訪
れ
、
先
生
が
居

を
構
え
た
坂
手
島
に
平
穏
な
海
が
甦
っ
た
。

　
　

海
鳥
の　

ひ
い
ろ
ひ
い
ろ
と　

朝
ざ
く
ら

俳
人
で
あ
っ
た
先
生
の
代
表
作
で
あ
る
。
校
歌
の
３
番
に

「
心
は
は
ず
む
海
鳥
我
等
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
句
で
は
、

海
鳥
、
朝
ざ
く
ら
は
実
景
で
あ
る
と
同
時
に
、
心
の
中
で
商

船
学
校
の
生
徒
が
二
重
写
し
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に

感
じ
ら
れ
る
。

さ
て
、
校
歌
で
あ
る
。
作
曲
者
の
植
村
茂
は
追
悼
歌
を
作

曲
し
た
本
校
の
英
語
教
官
、
植
村
芳
男
の
子
息
で
東
京
音
楽

学
校
を
卒
業
し
て
い
る
。
制
定
日
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
本

校
が
官
立
鳥
羽
商
船
学
校
か
ら
国
立
鳥
羽
商
船
高
等
学
校
に

な
っ
た
昭
和
26
年
４
月
１
日
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

明
る
い
行
進
曲
風
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、
青
春
の
誇
り
と
喜

び
、
未
来
へ
の
希
望
を
歌
い
上
げ
た
名
作
と
感
じ
る
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

３
．
そ
の
後
の
楠
井
先
生

先
生
は
昭
和
28
年
８
月
、
鳥
羽
高
校
教
諭
に
転
出
し
、
志

摩
高
校
教
諭
を
経
て
、
昭
和
43
年
10
月
、
鳥
羽
市
教
育
長
に

就
任
し
た
。
昭
和
44
年
10
月
、
本
校
創
立
90
周
年
記
念
行
事

の
主
行
事
と
し
て
同
窓
会
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
「
鳥
羽
商
船

学
校
関
係
物
故
者
慰
霊
碑
」
の
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ

の
碑
の
裏
面
に
記
さ
れ
た
碑
の
由
来
文
は
先
生
の
起
草
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

先
生
は
伊
良
子
清
白
の
弟
子
と
し
て
詩
歌
を
学
び
、
清
白

研
究
論
文
を
国
文
学
専
門
誌
に
発
表
し
て
い
る
。
昭
和
46
年

に
は
楠
井
不
二
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
、「
評
伝　

伊
良
子
清
白
」

と
句
集
「
海
」
を
発
刊
し
て
い
る
。
昭
和
50
年
に
64
歳
で
逝

去
さ
れ
た
。

創立七十周年記念慰霊式追悼歌
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10
月
11
日
12
日
に
、
全
国
高
専
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
が
長
野
県
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
私
達
の
チ
ー
ム
は
「
素
敵
な
劇
し

ま
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
★
」
と
い
う
劇
の
演
出
を
支
援

す
る
シ
ス
テ
ム
を
発
表
し
ま
し
た
。
特
徴

は
、
小
学
生
で
も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
劇
の

演
出
を
作
成
で
き
、
さ
ら
に
人
の
動
き
に
合

わ
せ
て
小
道
具
や
シ
ー
ン
の
切
り
替
え
が
で

き
ま
す
。
実
際
に
鳥
羽
小
学
校
に
出
向
い
て

小
学
生
に
利
用
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

本
選
ま
で
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
月
日
が

過
ぎ
、
気
が
つ
い
た
ら
二
週
間
前
に
な
っ
て

い
て
、
そ
れ
か
ら
は
毎
日
寝
不
足
、
精
神
的

に
も
追
い
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
、
本
選

で
は
今
ま
で
の
苦
労
が
全
て
報
わ
れ
ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
企
業
や
一
般
の
方
が
私
た
ち

の
シ
ス
テ
ム
を
見
て
、
使
っ
て
み
た
い
と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
し
、
と

て
も
誇
ら
し

く
、
自
信
が
つ

き
ま
し
た
。
他

の
高
専
の
シ
ス

テ
ム
も
見
て
回

り
、
中
に
は
感

動
さ
せ
ら
れ
る

も
の
が
い
く
つ

か
あ
っ
け
ど
、

内
心
は
私
た
ち

の
シ
ス
テ
ム
が

一
番
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
特
別
賞
と
い
う
結
果
が
す
ご
く
悔
し
く

感
じ
た
し
、
納
得
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
来

年
の
鳥
羽
大
会
で
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

私
は
入
学
当
初
の
一
年
生
の
時
か
ら
ロ
ボ

コ
ン
同
好
会
に
入
部
し
て
活
動
し
て
お
り
、

二
年
生
の
時
か
ら
は
部
長
を
任
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
入
部
当
初
か
ら
毎
年
初
戦
敗

退
続
き
で
、
お
世
辞
に
も
よ
い
結
果
が
残
せ

た
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
部
員

も
経
験
を
積
み
、
技
術
も
向
上
し
、
ま
た
新

入
部
員
も
多
数
入
っ
た
こ
と
か
ら
、
開
発
の

状
況
も
大
会
の
数
週
間
前
に
は
動
作
テ
ス
ト

が
出
来
る
な
ど
、
今
ま
で
の
中
で
は
最
も
よ

い
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
た
の
で
内
心
何
勝
か

は
出
来
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
結

果
は
初
戦
敗
退
と
い
う
と
て
も
悔
し
く
、
ま

た
勝
利
は
簡
単
に
は
掴
め
な
い
と
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
は
残
念
な
も
の

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
後

を
引
き
継
い
で
く
れ
る
後
輩
達
に
は
あ
る
意

味
い
い
経
験
に
な
っ
た
と
も
思
っ
て
い
ま

す
。
彼
ら

も
ま
た
同

じ
思
い
を

し
た
か
ら

で
す
。
後

輩
た
ち
は

入
部
当
初

か
ら
知
っ

て
い
ま
す

が
、
毎
年
確
実
に
彼
ら
の
技
術
は
向
上
し
て

い
る
と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
は
そ
れ

を
結
果
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
来
年
に
は
き
っ
と
結
果
と
し
て

出
し
て
く
れ
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
今

後
の
彼
ら
の
活
躍
に
乞
う
ご
期
待
！

２
０
１
５
年
８
月
21
日
か
ら
23
日
に
愛
知

県
碧
南
市
の
勤
労
青
少
年
水
上
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、
ソ
ー
ラ
ー
&
人
力

ボ
ー
ト
全
日
本
選
手
権
の
人
力
ボ
ー
ト
部
門

に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
ま
た
は
人

力
を
用
い
て
推
進
す
る
手
作
り
ボ
ー
ト
の

レ
ー
ス
で
、
毎
年
１
回
日
本
人
力
ボ
ー
ト
協

会
の
主
催
で
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
の
種
目
は
、
２
０
０
ｍ
ス
ピ
ー
ド
レ
ー

ス
・
１
０
０
０
ｍ
周
回
レ
ー
ス
・
１
時
間
耐

久
レ
ー
ス
の
３
種
目
が
あ
り
、
ボ
ー
ト
の
ス

ピ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、
ボ
ー
ト
自
体
の
耐
久

性
・
操
縦
性
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
に
本
校
で
は
、
２
０
０
７
年

か
ら
商
船
学
科
の
鎌
田
先
生
と
そ
の
卒
業
研

究
学
生
達
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
で
参
加
し

て
い
ま
す
。
目
標
は
「
去
年
よ
り
速
く
！
」

で
、
先
輩
た
ち
が
作
成
し
た
船
体
や
プ
ロ
ペ

ラ
を
少
し
ず
つ
改
良
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
大
会
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
初
日
の

耐
久
レ
ー
ス
は
同
じ
学
生
部
門
で
参
加
し
て

い
た
韓
国
か
ら
参
加
の
「
釜
山
大
学
」
に
2

周
の
差
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
次
の
日
の
ス
ピ
ー
ド
レ
ー
ス
で
は

推
進
力
を
伝
え

る
ギ
ア
が
壊
れ

て
し
ま
い
、
完

走
は
で
き
た
も

の
の
順
位
を
大

き
く
落
と
し
て

し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、

レ
ー
ス
中
去
年

ま
で
の
最
高
速

を
大
き
く
上
回

る
８
・
５
ノ
ッ

ト
を
記
録
す
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
年
の
学
生

総
合
優
勝
は

「
釜
山
大
学
」

で
し
た
が
、
来

年
は
今
年
の
失

敗
を
も
と
に
良

い
結
果
を
出
し
て
欲
し
い
で
す
。
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
は
色
々
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
大
変
で
し

た
が
、
勉
強
す
る
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
と
て

も
良
い
経
験
で
し
た
。

私
達
の
チ
ー
ム
は
、
船
舶
事
故
防
止
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
第
三
回
学
生
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優

秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

私
は
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
は
未
経
験
で

し
た
が
、
今
ま
で
に
し
た
こ
と
の
な
い
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

高
専
プ
ロ
コ
ン
で
特
別
賞
！

制
御
情
報
工
学
科
２
年

濱
口
　
実
弓

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て

電
子
機
械
工
学
科
４
年

奥
田
　
崇
礼

ソ
ー
ラ
ー
&
人
力
ボ
ー
ト
全
日
本
選
手
権

大
会
２
０
１
５
に
参
加
し
て

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
5
年

加
賀
　
風
季

初
め
て
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
て

制
御
情
報
工
学
科
４
年

奥
田
　
健
斗
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プ
ロ
グ
ラ
ム
で
何
か
を
作
る
と
い
う
の
は
授

業
で
し
か
し
た
こ
と
が
な
く
、
開
発
を
す
る

と
い
う
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
シ
ス

テ
ム
の
開
発
に
携
わ
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
面

白
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
自
分
達
が
作
っ
た

シ
ス
テ
ム
を
実
際
に
使
い
た
い
と
言
っ
て
も

ら
え
た
こ
と
は
非
常
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
チ
ー
ム
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

持
っ
て
そ
の
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
は

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
が
精
神
的
に

も
成
長
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
は
授
業
だ
け
で
は

学
べ
な
い
こ
と
を
学
べ
、
様
々
な
人
と
の
関

わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
価
値
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
コ
ン
テ
ス

ト
に
挑
戦
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
す
る
前
の
僕
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
不
得
意
で
し
た
。
２
年
生

の
末
に
、
自
身
の
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
に
次

年
度
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
を
決
意
し
ま
し

た
。
春
休
み
か
ら
、
毎
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
向

き
合
う
こ
と
で
、
も
の
が
で
き
る
喜
び
を
感

じ
な
が
ら
取
り
組
む
事
が
で
き
ま
し
た
。 

作
成
し
た
「
ち
ゃ
り
ん
こR

ing

」
と
い

う
ア
プ
リ
は
、
学
生
が
普
段
か
ら
利
用
し
て

い
る
自
転
車
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
、
危
険
運
転
を
検
知
し
た
場
合
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
警
告
し
ま
す
。
ま
た
、
危
険
箇
所
を

マ
ッ
プ
に
表
示
し
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
自
転
車
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

全
国
か
ら
17
チ
ー
ム
に
選
抜
さ
れ
本
選
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
警
告
を
行
う
と
い
う
点
が
評
価

さ
れ
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
同
校

の
４
年
生
チ
ー
ム
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
正
直
、
悔
し
か
っ
た
で
す
が
、
自
分

に
足
り
な
か
っ
た
部
分
を
見
直
し
、
次
に
生

か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
は
多
く
の
苦

労
が
あ
り
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
や

教
官
な
ど
、
い
ろ
ん
な
人
に
支
え
ら
れ
ま
し

た
。
役
割
分
担
し
て
作
業
を
行
う
な
か
で
、

協
力
が
な
け
れ
ば
完
成
さ
せ
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
初
の
目
的
で
あ
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
達
成
す
る
だ
け
で
な
く
、

技
術
者
と
し
て
の
人
間
関
係
の
重
要
性
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ア
プ

リ
作
り
を
継
続
し
て
今
年
以
上
の
作
品
を
生

み
出
し
て
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
た
い
で
す
。

平
成
27
年
８
月
23
日
、
私
は
宮
崎
県
で
行

わ
れ
た
「
第
50
回
全
国
高
専
大
会
」
に
出
場

し
て
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
全
国
大
会
と
い

う
場
所
で
、
う
ま
く
試
合
に
臨
む
こ
と
が
で

き
る
の
か
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
そ
れ
ま

で
の
普
段
の
部
活
の
中
で
、
先
輩
方
や
コ
ー

チ
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
や
、
夏

休
み
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
一
生
懸

命
練
習
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
本
番
で
は

自
分
な
り
の
精
一
杯
の
力
で
試
合
に
臨
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
お
か
げ
で

初
戦
を
無
事
勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
ま
れ
て
初
め
て
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
大

会
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
本
当
に
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
二
回
戦
目
で
は
、
相
手
に

ポ
イ
ン
ト
を
取
ら
れ
て
し
ま
い
、
勝
つ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
分
の
見
直
す

べ
き
部
分
や
、
今
後
の
部
活
で
努
力
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
を
知
る
こ
と
の

で
き
た
試
合
で
し
た
。

今
回
の
経
験
を
通
じ
て
、
大
会
で
出
会
っ

た
多
く
の
他
高
専
の
先
輩
方
の
よ
う
に
、
私

も
堂
々
と
し
た

試
合
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た

い
と
強
く
思

い
、
そ
の
た
め

に
こ
れ
か
ら
は

自
分
が
大
会
で

学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
、

日
々
の
部
活
で

コ
ツ
コ
ツ
と
努

力
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

第
70
回
国
民
体
育
大
会

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
3
年

中
村
　
修
造

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
3
年

町
谷
　
拓
飛

商
船
学
科
２
年

柴
田
　
蘭
乃

第
70
回
国
民
体
育
大
会
セ
ー
リ
ン
グ
競
技

に
三
重
県
４
２
０
級
の
代
表
と
し
て
出
場
し
て

き
ま
し
た
。
和
歌
山
の
豊
か
な
海
に
恵
ま
れ
、

気
持
ち
よ
く

セ
ー
リ
ン
グ

が
出
来
ま
し

た
。ま
ず
、出

場
に
当
た
り

た
く
さ
ん
の

方
々
に
お
力

添
え
頂
い
た

こ
と
を
こ
の

場
を
お
借
り

し
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
肝
心
の
競
技
は
と
言
う
と
、
各
県
が

県
民
の
思
い
を
背
負
い
、
白
熱
し
た
雰
囲
気

の
中
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
私
達
の
艇
も
、

こ
こ
ま
で
登
っ
て
き
た
夢
へ
の
階
段
の
高
さ

と
三
重
県
民
の
期
待
を
か
み
し
め
な
が
ら
、

競
技
に
臨
み
ま
し
た
。
国
体
は
、
今
ま
で

の
、
決
し
て
た
や
す
く
な
い
道
の
り
に
ふ
さ

わ
し
い
最
高
の
舞
台
で
し
た
。
日
本
中
の

ト
ッ
プ
選
手
が
集
ま
り
、
そ
し
て
１
位
を
目

指
し
帆
走
す
る
中
に
自
分
た
ち
が
い
て
、
真

剣
勝
負
を
し
て
い
る
こ
と
に
と
て
も
充
足
感

が
あ
り
ヨ
ッ
ト
を
始
め
て
か
ら
一
番
楽
し

か
っ
た
セ
ー
リ
ン
グ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

後
輩
へ
と
夢
の
バ
ト
ン
を
繋
い
で
い
け
る

よ
う
、
部
活
動
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
本
校
ヨ
ッ
ト
部
へ
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
た
ち
少
林
寺
拳
法
部
は
兵
庫
県
姫
路
市

で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

第
３
回
学
生
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
て

制
御
情
報
工
学
科
3
年

世
古
口 

英
大

第
50
回
全
国
高
等
専
門
学
校
体
育
大
会

柔
道
競
技

商
船
学
科
１
年

田
中
　
美
和

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
少
林
寺
拳
法
競
技
に
出
場
し
て

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
３
年

大
塚
　
美
紗
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会
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。
本
校
か
ら
の
３

名
を
含
め
て
三
重
県
代
表
と
し
て
合
計
８
名

の
選
手
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
少
林
寺
拳
法
の
競

技
は
一
人
で
演
武
を
す
る
「
単
独
演
武
」、

二
人
で
技
を
か
け
合
う
「
組
演
武
」、
そ
し
て

六
人
で
「
単
独
演
武
」
と
「
組
演
武
」
を
組

み
合
わ
せ
る
「
団
体
演
武
」
が
あ
り
ま
す
。

私
は
「
単
独
演
武
」
に
出
場
し
、
他
の
二
名
は

「
組
演
武
」
に
出
場
し
ま
し
た
。
昨
年
に
比
べ
、

出
場
選
手
が
増
え
、
会
場
は
活
気
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。
競
技
が
始
ま
る
と
会
場
は
緊

張
感
に
包
ま
れ
、
観
客
席
か
ら
は
応
援
の
声
が

飛
び
か
い
ま
し
た
。
他
校
の
選
手
の
演
武
は
、

自
分
に
と
っ
て
す
ご
く
魅
力
的
で
、
大
き
な

刺
激
に
な
り

ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
少

林
寺
拳
法
を

続
け
る
に
あ

た
り
、
観
客

を
魅
了
す
る

よ
う
な
演
武

が
で
き
る
よ

う
に
日
々
精

進
し
て
い
き

ま
す
。

今
回
参
加
し
た
、
第
九
回
東
海
地
区
大
学

高
専
対
抗
戦
は
団
体
戦
の
み
の
大
会
で
す
。

ま
ず
、
今
回
の
空
手
の
競
技
と
し
て
団
体

形
、
団
体
組
手
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
形
は

３
人
１
チ
ー
ム
で
あ
る
き
ま
っ
た
動
作
を
正

確
に
行
い
、
技
の
キ
レ
、
ど
れ
だ
け
そ
ろ
っ

て
い
る
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
評
価
さ

れ
る
競
技
で
す
。
組
手
も
３
人
１
チ
ー
ム
と

な
り
ま
す
。
先
鋒
、
中
堅
、
大
将
の
順
に
試

合
し
ま
す
。
一
対
一
で
突
き
、
蹴
り
な
ど
の
技

を
掛
け
合
い
、
あ
る
ポ
イ
ン
ト
に
技
が
入
る

と
点
数
が
入
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
勝
敗
は

勝
ち
数
で
決
ま
る
競
技
で
す
。

今
回
の
大
会
で
の
団
体
組
手
で
は
力
及
ば

ず
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
団
体
形
で
は

私
た
ち
空
手
部
の
練
習
の
成
果
、
団
結
力
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、
優
勝
と
い
う
結
果

に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段

か
ら
チ
ー
ム
で
大
会
の
結
果
を
残
す
こ
と
を

目
標
と
し
て
練
習
し
て
い
た
の
で
、
チ
ー
ム

の
自
信
へ
と

繋
が
り
ま
し

た
。
そ
し

て
、
今
後
の

大
会
へ
と
意

気
込
む
と
同

時
に
、
今
回

の
結
果
に
満

足
せ
ず
、
こ

れ
か
ら
も
一

生
懸
命
部
活

動
に
励
ん
で

い
き
ま
す
。

10
月
31
日
か
ら
11
月
１
日
の
２
日
間
、
本

校
に
て
第
50
回
海
学
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
間
天
候
に
も
恵
ま
れ
最
高
の
海
学
祭

日
和
の
中
、
開
催
で
き
た
こ
と
を
学
生
会
役

員
一
同
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

第
50
回
と
い
う
こ
と
で
学
生
会
で
は
様
々

な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
、
新
た
な
試
み
を
実

行
し
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
近
鉄
に
依
頼
し
、
鳥

羽
駅
な
ど
伊
勢
志
摩
の
主
要
駅
構
内
に
貼
っ

て
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
初
め
て
ラ
イ
ブ
に

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
前
日
が
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
い
う
こ

と
も
あ
り
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
な
い
人
で

も
仮
装
を
し
た
学
生
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
鈴
鹿
高
専
の
学
生
が
来
校
し
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
海
学
祭

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

学
生
の
み
ん
な
や
一
般
の
方
々
が
楽
し
ん

で
い
る
姿
を
見
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

来
場
者
の
方
々
、
学
生
、
教
職
員
の
み
な

さ
ん
の
お
か
げ
で
今
年
も
素
敵
な
海
学
祭
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
２
０
１
５
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加

生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
科
１
年

島
影
　
瑞
希

私
は
、
８
月
上
旬
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催

さ
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
２
０
１
５
と
い
う
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
マ
ラ
工

科
大
学
に
て
８
日
間
に
渡
っ
て
開
か
れ
、
マ

ラ
工
科
大
学
の
学
生
と
各
高
専
の
代
表
学
生

（
主
に
専
攻
科
生
）、
ア
ジ
ア
諸
国
の
大
学
生

数
名
が
参
加
し
た
、
国
際
的
な
研
究
発
表
と

学
生
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
も
ち
ろ
ん
全
て
英
語
で
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
私
は
、
各
国
の
学

生
混
合
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
議
論
を
行
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
学
生
が
大
学
周
辺
の
町
を
訪

れ
、
そ
の
場
で
問
題
発
見
と
解
決
策
を
考
案

す
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
英
語
で
ど
う
話

せ
ば
意
見
が
伝
わ
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
効

率
よ
く
進
む
か
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
べ
ま

し
た
。
ま
た
解
決
策
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン

で
は
チ
ー
ム
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
高
く
評
価
さ

れ
、
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
に
お
い
て
賞
を
頂
き
ま
し

た
。
大
き
く
異
な
る
文
化
・
マ
ナ
ー
を
持
つ

学
生
た
ち
と
の

交
流
は
難
し
く

も
、
新
し
い
考

え
方
を
発
見
で

き
、
こ
れ
か
ら

私
が
研
究
や
仕

事
で
新
し
い
ア

イ
デ
ィ
ア
を
考

え
る
際
に
糧
と

な
る
よ
う
な
体

験
で
し
た
。

大
会
報
告

制
御
情
報
工
学
科
4
年

西
浦
　
勇
気

海
学
祭
を
終
え
て

制
御
情
報
工
学
科
5
年

松
葉
　
太
雅
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

10

９
月
22
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
の
1
泊
2

日
で
、
鈴
鹿
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
て
リ
ー

ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
各
部
活
の

部
長
や
学
生
会
、
寮
生
会
の
有
志
に
よ
る
、

良
き
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
の
研
修
で
す
。

本
校
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
宗
田
美
名

子
先
生
を
、
講
師
と
し
て
招
い
て
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
1
組
6
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

に
な
り
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

「
集
団
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で

は
、
実
際
に
体
験
を
通
し
て
、
話
す
事
、
聴

く
事
の
阻
害
要
因
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
効

果
的
な
き
き
方
の
で
き
る
条
件
を
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

「
グ
ル
ー
プ
活
動
と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ

る
集
団
決
定
」
で
は
、
実
際
に
、
コ
ン
セ
ン

サ
ス
（
全
員
の
合
意
）
に
よ
る
集
団
決
定
を

体
験
し
ま
し
た
。全
員
が
意
見
を
出
し
合
い
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
普
段

で
は
学
べ
な
い
事
が
多
く
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
自
然
と
会
話

が
進
み
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

も
上
達
し
ま
す
。
こ

の
経
験
を
今
後
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
貴
重
な

時
間
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

商
船
学
科
２
年
生
の
尾
嵜
広
夢
で
す
。
私

は
９
月
22
日
と
23
日
に
鈴
鹿
青
少
年
セ
ン

タ
ー
に
て
行
わ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
ラ
グ
ビ
ー
部
の
代
表
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

初
日
の
22
日
は
ま
ず
「
集
団
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
習
得
」
と
い
う
講

義
を
受
け
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障
害
に
な
る
か
や
、
そ
の
解

決
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
次
に
、

「
グ
ル
ー
プ
活
動
と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
全

員
の
合
意
）
に
よ
る
集
団
決
定
」
を
テ
ー
マ

と
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
サ
バ
イ

バ
ル
で
生
き
抜
く
為
の
条
件
の
決
定
を
例
と

し
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
集
団
決
定
を
体

験
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
気
付
く
と
と
も
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
上
達
を
目

指
し
ま
し
た
。
夕
食
後
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
を

安
全
に
行
う
た
め
の
問
題
点
と
対
策
を
ク
ラ

ブ
ご
と
に
話
し
合
い
、
最
終
的
に
は
各
ク
ラ

ブ
か
ら
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
知
ら
な

い
ク
ラ
ブ
の
こ
と
が
分
か
り
、
興
味
深
か
っ

た
で
す
。

23
日
は
、
朝
の
運
動
で
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
の

準
備
運
動
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

長
島
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
に
移
動
し
、
肉
フ
ェ
ス

に
参
加
し
美
味
し
い
お
肉
を
た
く
さ
ん
食
べ

ま
し
た
。
学
生
に
と
っ
て
は
高
額
な
肉
で
し

た
が
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

今
後
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
と
お
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
ク
ラ
ブ
活
動
で

活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加
し
て

制
御
情
報
工
学
科
５
年　

松
葉
　
太
雅

リ
ー
ダ
ー
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加
し
て

商
船
学
科
２
年　

尾
嵜
　
広
夢

私
は
オ
ム
ロ
ン
と
高
専
機
構
が
共
同
で
主

催
し
て
い
る
制
御
教
育
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し

ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
の
内
容
は
、
集
ま
っ
た

他
高
専
の
学
生
と
３
人
で
班
を
組
み
、
交
流

を
は
か
り
な
が
ら
、
協
力
し
て
シ
ス
テ
ム
を

開
発
す
る
も
の
で
す
。

課
題
は｢

吊
り
上
げ
た
荷
物
の
揺
れ
を
最

小
限
に
抑
え
つ
つ
素
早
く
搬
送
す
る
シ
ス
テ

ム｣

を
５
日
間
で
開
発
す
る
こ
と
で
し
た
。

ア
ー
ム
の
付
い
て
い
る
３
軸
ロ
ボ
ッ
ト
を
使

用
し
て
、
糸
の
つ
い
た
サ
イ
コ
ロ
を
極
力
揺

ら
さ
ず
に
テ
ー
ブ
ル
の
穴
に
落
と
す
と
い
う

も
の
で
す
。
私
た
ち
の
班
は
４
段
階
あ
る
課

題
の
う
ち
レ
ベ
ル
２｢

回
転
す
る
テ
ー
ブ
ル

の
穴
に
サ
イ
コ
ロ
を
落
と
す｣

ま
で
達
成
で

き
ま
し
た
。
予
定
で
は
も
っ
と
進
む
は
ず

だ
っ
た
の
で
す
が
機
器
の
エ
ラ
ー
が
起
こ
っ

た
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
予
定
通
り
に
進
み
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
開
発
で
は
機
械
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
両
方
の
エ
ラ
ー
を
完
全
に
取
り

除
か
な
け
れ
ば
商
品
に
な
ら
な
い
の
で
、
と

て
も
苦
労
す
る
も
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

５
日
間
に
や
る
べ
き
こ
と
が
多
い
地
獄
の

キ
ャ
ン
プ
で
し
た
が
、
他
高
専
の
学
生
と
一

緒
に
シ
ス
テ
ム
開
発
が
で
き
る
貴
重
な
体
験

と
な
り
ま
し
た
。

オ
ム
ロ
ン
制
御
教
育
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て

制
御
情
報
工
学
科
４
年　

山
本
　
大
雅

私
は
こ
の
夏
、
Ａ
Ｎ
Ａ
整
備
部
門
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
整
備
作
業

実
習
で
は
、
実
際
に
飛
行
機
に
使
わ
れ
て
い
た

モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
、
タ
イ
ヤ
・
エ
ン
ジ
ン
・
主

翼
・
客
室
の
点
検
整
備
を
体
験
し
ま
し
た
。
飛

行
機
は
離
陸
す
る
と
着
陸
す
る
ま
で
は
整
備

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
正
確
な
作
業

が
要
求
さ
れ
ま
す
。
小
さ
な
工
具
ひ
と
つ
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
沿
っ
て
確
認
す
る
よ
う

な
作
業
も
当
然
ミ
ス
が
許
さ
れ
な
い
も
の
で

す
。
と
同
時
に
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
で
丁
寧

に
作
業
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
整
備
士
の
皆

さ
ん
の
言
動
か
ら
、
働
く
こ
と
に
対
す
る
姿
勢

を
直
接
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
５

日
間
と
い
う
期
間
で
し
た
が
、
責
任
を
伴
う
現

場
で
働
く
人
た
ち
の
「
充
実
感
」
を
目
の
当
た

り
に
し
、
座
学
で
は
決
し
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ボ
ル
ト
の
締
め
方
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い

た
現
場
の
方
を
は
じ
め
、
会
社
の
方
、
送
り
出

し
て
い
た
だ
い
た
学
校
関
係
者
の
方
々
に
、
大

変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
学
ん
だ

こ
と
を
来
年

の
就
職
活
動

に
生
か
し
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ａ
Ｎ
Ａ
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て

電
子
機
械
工
学
科
４
年　

新
原
　
良
健飛行機のタイヤ点検実習
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本
年
４
月
１
日
付
で
総
務
課
長
と
し
て

着
任
し
た
入
吉
修
と
申
し
ま
す
。
実
は
一

昨
年
前
の
12
月
に
観
光
で
伊
勢
神
宮
を
訪

れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
、
こ
の
近
く

に
住
む
事
に
な
る
と
は
想
像
も
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

私
は
埼
玉
県
出
身
で
す
が
、
両
親
が
高

知
県
土
佐
市
の
出
身
で
あ
り
、
祖
先
は
海

に
関
係
し
た
仕
事
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
影
響
か
、
海
が
好
き
で
し
た
。
小
中

学
校
の
卒
業
文
集
に
は
「
船
乗
り
に
な
り

た
い
」
と
書
い
て
い
た
ほ
ど
で
す
。
夢
は

か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
、
こ
う
し

て
鳥
羽
商
船
高
専
で
働
け
る
こ
と
に
感
動

を
覚
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
業
務
を
始
め
て
か
ら
、
日
々

様
々
な
こ
と
が
起
こ
り
、
困
惑
し
苦
悩
す

る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
や
り
遂
げ
て
帰
る
時
の
達
成
感
に
、
と

て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。「
無
理
だ
」「
出

来
な
い
」
と
あ
き
ら
め
る
の
は
簡
単
で
す

が
、「
こ
れ
で
は
ど
う
か
な
」「
こ
こ
ま
で

や
ろ
う
」
な
ど
と
、
で
き
る
こ
と
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い
を
周
囲
に
も
波

及
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
た
な

環
境
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
、
や
り
遂
げ

た
と
き
の
「
達
成
感
」
を
大
切
に
貢
献
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

入
吉
　
　
修

相
談
室
へ
来
て
み
ま
せ
ん
か

こ
ん
に
ち
は
。

学
生
相
談
室
の
辻
織
世
で
す
。
学
生
相

談
室
で
は
、
私
の
ほ
か
に
学
生
相
談
室
員

の
先
生
方
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

い
ま
す
。
開
い
て
い
る
時
間
は
、
い
つ
で

も
利
用
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
一
人
ひ
と
り

の
相
談
に
親
身
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
け
っ
し
て
一
人
で
悩
ま

ず
、
抱
え
こ
ま
ず
、
困
っ
た
こ
と
や
悩
む

こ
と
が
あ
る
時
は
学
生
相
談
室
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。一
人
で
苦
し
ん
だ
り
せ
ず
、

学
生
相
談
室
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
し
た
こ
と
の
内
容

は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
心
の
健
康
と
、
学
校
生
活

が
楽
し
く
充
実
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

学
生
相
談
室
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
心

の
元
気
を
充
電
す
る
場
所
に
な
れ
た
ら
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
、
学
生
相

談
室
で
待
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

学
生
相
談
室
員

辻
　
　
織
世

本
年
４
月
１
日
よ
り
練
習
船
鳥
羽
丸
の

甲
板
員
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
秋
山
武
彦

と
申
し
ま
す
。

私
は
平
成
二
十
年
に
鳥
羽
商
船
高
等
専

門
学
校　

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
を
卒
業

し
、
内
航
貨
物
船
に
乗
船
勤
務
、
国
内
各

港
間
で
主
に
セ
メ
ン
ト
輸
送
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
御
縁
が
あ
り
本
校
に
戻
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
は
船
舶
職

員
を
養
成
す
る
学
校
で
す
の
で
、
中
に
は

「
卒
業
し
て
部
員
で
働
い
て
る
の
？
」
と
思

わ
れ
る
方
も
い
ら
し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
私
自
身
の
母
校
で
後
輩
を
直
接
指
導
出

来
る
鳥
羽
丸
に
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

母
校
に
戻
っ
て
き
て
、
私
自
身
の
学
生

時
代
と
は
少
し
変
わ
っ
た
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
す
ご
く
懐
か
し
く
学
生
時
代
の
記

憶
が
鮮
明
に
よ
み
が
え
っ
て
き
て
い
ま
す
。

内
航
海
運
で
の
経
験
は
４
年
少
々
で
し
た

が
、
私
が
船
乗
り
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
や

経
験
し
て
き
た
楽
し
か
っ
た
こ
と
・
辛

か
っ
た
こ
と
を
少
し
で
も
多
く
伝
え
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
船
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ

て
、
よ
り
多
く
の
学
生
が
船
で
働
き
た
い

と
思
え
る
実
習
と
な
る
よ
う
協
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
ご
指
導
の
程
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 鳥

羽
丸
甲
板
員

秋
山
　
武
彦

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら

学
生
の
皆
さ
ん
へ

は
じ
め
ま
し
て
。
本
年
度
か
ら
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
何
人
か
の
学
生
さ
ん
と
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
自

身
の
性
格
や
行
動
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
た

り
、
学
生
同
士
の
付
き
合
い
や
先
生
た
ち

と
の
関
係
に
困
っ
て
い
た
り
、
部
活
動
や

親
子
関
係
の
悩
み
だ
っ
た
り
と
、
多
く
は

対
人
関
係
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。
悩
み

の
内
容
や
大
き
さ
は
人
に
よ
っ
て
違
え
ど

も
、
悩
む
と
い
う
こ
と
は
、
辛
く
て
し
ん

ど
い
こ
と
で
す
。
で
す
が
、
悩
み
に
向
き

合
う
過
程
と
い
う
の
は
、
成
長
す
る
チ
ャ

ン
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。

人
は
、
直
接
的
に
、
間
接
的
に
、
誰
か

と
つ
な
が
り
、関
わ
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

他
者
の
存
在
な
し
に
は
生
き
ら
れ
な
い
の

が
現
実
で
す
。「
人
間
は
社
会
的
動
物
で

あ
る
」
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
紀
元
前
に

語
っ
て
い
ま
す
。
人
を
悩
ま
す
の
は
人
で

あ
り
、
人
を
変
え
て
く
れ
る
の
も
人
と
い

え
ま
す
。

語
る
と
い
う
こ
と
は
、
感
情
を
言
語
化

し
、
自
分
の
考
え
を
整
理
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。気
持
ち
が
行
き
詰
っ
た
り
、

自
信
を
失
い
か
け
た
り
し
た
時
に
、
誰
か

の
助
け
を
借
り
る
と
い
う
こ
と
は
恥
ず
か

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
気
軽
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
室
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

早
川
　
武
彦

新任教職員紹介

学生相談室
＊
学
生
相
談
室
利
用
の
案
内
＊

●
月
曜
日
～
金
曜
日

　

10
時
15
分
～
16
時
45
分

●
潮
騒
会
館　

２
階　

学
生
相
談
室

　

直
接
、
来
訪
し
て
く
だ
さ
い
。
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　学校だより第83号をお届け致します。

　本号では、学生の国際交流への参加やクラブ活動、各種コンテストへの取り組みなど、今の学生

の能動的な活動を数多く紹介しています。様々な課題に向き合い、それを克服していく本校学生の

たくましい姿の一端をお伝えできれば幸いです。

　また、就職に関わる社会状況の変化や、本年度の学生の進路状況を、併せてお知らせ致します。

（山下記）

編集後記

　平成27年10月21日（水）に２年生のフィールドワークを実施しまし
た。教育活動の一環として、社会に対する視野を広めさせることを目
的としています。商船学科は、飛島コンテナターミナルと、ぽーとおぶ
なごや２に乗船し名古屋港を海上から見学しました。
　電子機械工学科と制御情報工学科は、青山高原ウィンドファームを
見学し、伊賀市のホテルでテーブルマナー講座を受講しました。

フィールドワーク

NPO法人
故郷の海を愛する会を後援　平成27年度専攻科（海事システム学専攻）３名を迎える入

学式が10月１日（木）に挙行されました。
　新田校長から「これからの学校生活において一層の知的包
容力の向上を期待します」と祝辞が述べられた後、新入生代
表から「グローバルな視点で状況を正しく認識して問題を解
決できるリーダーシップを備えた立派な海事従事者となれる
よう、精一杯取り組んで行きます」と挨拶がありました。
　新たな門出を迎えた新入生たちは、希望に満ち溢れた表情で会場を後にしました。

平成27年度専攻科（海事システム学専攻） 入学式挙行

　平成27年10月14日（水）～10月16日（金）に制御情報工学科４年生、平成27年10月21日（水）～
10月23日（金）に電子機械工学科４年生の工場見学を実施しました。就職活動の一環として、企業
における実践的な技術を見聞することにより、技術系の仕事と企業への理解を深めることを目的
としています。制御情報工学科は、トヨタ自動車㈱トヨタ会館・元町工場、マイクロソフト㈱品川本
社、三菱重工業㈱相模原製作所研修センターを、電子機械工学科は、㈱東芝四日市工場、ＮＴＮ
㈱桑名製作所、長野オリンパス㈱、東洋電機製造㈱横浜製作所を見学しました。

工場見学

鳥羽商船高専の練習船に乗って、造船所見学
平成27年７月24日（金）

海学祭に参加し郷土の偉人近藤真琴の業績を学ぼう
平成27年11月１日（日）

もうすぐクリスマス遊んで学ぼう。商船学校の歴史と船と海の話
平成27年12月12日（土）

学校通信鳥羽商船高等専門学校　http://www.toba-cmt.ac.jp
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●校長式辞
●就職・進学
●国際交流
●校歌と楠井栄八郎先生
●学生の活躍
●校外実習・研修・インターンシップ
●新任教職員紹介
●学生相談室
●学校通信

商船学科卒業式

全国高専ロボットコンテスト2015

ＳＭＡ鳥羽丸トレーニング留学生歓迎パーティー

海学祭

独立行政法人国立高等専門学校機構

独立行政法人国立高等専門学校機構

公開講座・出前授業実施
公開講座一覧　サイテクランド in 鳥羽商船

講　　座　　名　　称 開 催 日 時

英文多読入門講座 ８月５日（水）

mini 水車を作って、水道水で発電しよう！ ８月18日（火）

ソーラーで動くおもちゃ工作 ８月19日（水）

いちごジャムでマイコンプログラミング ８月24日（月）

「ロボット×クラウドでプログラミング」 ８月25日（火）

３Ｄプリンタでオリジナルスマートフォン
スタンドを作ってみよう

８月26日（水）
８月27日（木）

その他の講座
講　　座　　名　　称 開 催 日 時

みえアカデミックセミナー ７月14日（火）

鳥羽商船高専の練習船に乗って造船所見学 ７月24日（金）

B ＆ G オーシャン ’S キャンプ in 志摩半島 ７月27日（月）～29日（水）

練習船「鳥羽丸」の一般公開と体験航海（四日市港まつり） ８月２日（日）

みんなでたのしく遊ぼう！ロボット教室（池上地区青少年健全育成会） 10月24日（土）

練習船「鳥羽丸」による名古屋港 PR 活動及び一般公開 11月７日（土） ・ ８日（日）

もうすぐクリスマス遊んで学ぼう。商船学校の歴史と船と海の話 12月12日（土）

秋の公開講座
講　　座　　名　　称 開 催 日 時

小学生のためのバレーボール教室 10月10日（土）

出前授業一覧　体験学習
講　　座　　名　　称 開 催 日 時

暑い夏を涼しく !
『オリジナルうちわ』をつくってみよう！ ８月20日（木）

LEGO ロボットを作ろう（初級） 11月３日（火）

オリジナル下敷きを作ろう！
LEGO ロボットを作ろう（初級） 11月12日（木）


